
 

 
年 月 日

ジュネーブモーターショー：アウディ出展概要

 年 月 日の午前 時（中央ヨーロッパ標準時、日本時間午後 時）から記者会見を実施

 台の電気自動車を含め、電動化モデルをハイライト

 プラグインハイブリッドカーのラインナップを大幅に拡大

年 月 日、インゴルシュタット ジュネーブ：アウディは、体系的かつ包括的に電気自動車

攻勢を続けています。 年のジュネーブモーターショーで、アウディは 台の電気自動車を展示

します。それらのクルマの市販バージョンは、 年末までに公開される予定です。さらに、 台の

新しいプラグインハイブリッドカーを世界初公開し、電気自動車のレーシングカー、フォーミュラ

マシンの も展示します。今年のアウディスタンドに展示される車両は、すべてが電動化

モデルとなっています。 コンセプトとヨーロッパデビューを果たす コン

セプトは、ホール のアウディスタンドで行われる記者会見の場で発表されます。記者会見は、 年

月 日の午前 時（中央ヨーロッパ標準時、日本時間午後 時）から開始されます。

取締役会会長のブラム ショットは、次のように述べています。「私たちは、明確な目標を設定

しました。それは、 年に販売されるアウディの新車の 台に 台を電動化モデルにするということ

です。その理由は、私たちが明確なビジョンを追求しているからです。アウディは、ゼロエミッションの

モビリティを実現するために真剣に取り組んでいます」

この新しい電気自動車群の最初のモデルである は、間もなくお客様に納車される予定です。

年の後半には、クーペバージョンの の市販バージョンを発表します。もう

台の電気自動車、 は、中国で数週間以内に発表されるでしょう。このクルマも、

年度中に最初のお客様に納車される予定です。 年には、さらに つの市販モデルのデビューが

予定されています。それらは、 と です。ジュネーブモーターショーの

スタンドに展示されるコンセプトカーから、これら つの未来のモデルの姿を確認することができます。

また、 年には、ほぼすべての市場セグメントにおいて、プラグインハイブリッドカーの攻勢をかける

予定です。量産ラインナップに新しく追加されるハイブリッドバージョンは、 、 、 、そして

です。これらのクルマも、ジュネーブモーターショーで一般に公開されます。既に発売されている

と のプラグインバージョンも、技術的な内容が見直されて、 年に再び注文できる

ようになります。

将来的に、 から までの全セグメントに電気自動車を提供するために、合計 つの技術プラットフォー

ムと製品ファミリーが基盤となるでしょう。ここでは、世界規模で相乗効果を発揮させるために、他の

グループブランドの技術開発部門と緊密に連携して作業を進めています。

日本の呼称では「 」セグメントにあたる。

と は、アウディのモジュラー ロンギチューディナル プラットフォームの

コンポーネントを使用しています。このコンポーネントと、主に駆動システム分野における革新的な

技術の数々によって、電動 輪駆動を備えた電動 の独立した製品ファミリーを生み出す

ことに成功しました。これらのモデルは、最大 の急速充電と長距離ドライブに対応可能な航続



 

 

距離によって、日常ユースに完璧に対応しています。        

アウディは、 年末に別の プラットフォームを採用した最初のコンセプトモデル、

を発表しました。低いフロアを備えた非常にダイナミックなこのクーペは、ロサンゼルスオート

ショーでデビューしました。このクルマのテクノロジーは、ポルシェと密接に協力して開発されました

が、そのデザインとキャラクターは、完全にアウディの を受け継いでいます。

アウディとポルシェの開発部門のもう一つの共同プロジェクトが、プレミアム アーキテクチャー エレ

クトリフィケーション（ ）です。このプラットフォームは、 ～ 量産セグメントをカバーする、

アウディの複数の電気自動車モデルファミリーの基盤を提供します。ここでは、 及び低いフロアを

備えた従来型のボディの両方のコンセプトが計画されています。 の強みは、電気自動車専用に開発

されたことです。これは、重量、パッケージング、およびボディのプロポーションに関して利点を提供

します。

フォルクスワーゲングループのいくつかのブランドは、モジュラーエレクトリフィケーションプラット

フォーム（ ）の開発に協力しています。 は、特に生産規模の大きい セグメントを含むいく

つかのアウディの電動化モデルの基盤となります。

はまた、プラグインハイブリッドカーのラインナップも大幅に拡大する予定です。取締役会

会長のブラム ショットは、次のように述べています。「将来的には、事実上すべての市場セグメントに、

電気モーターと内燃エンジンを組み合わせたモデルが導入されます。それらのクルマは、電気コンセント

から充電することができます」

以上

※本リリースは、 配信資料の翻訳版です。


